








要約:学校管理下で発生した学童の障害の中で,特に今回は骨折損傷に着目して調査・検討

を行ったところ,骨折発生率は 0.98%,骨折占有率は24.3%という結果が得られ,高学年群ほ

どそれぞれの率は高くなる傾向を示した。また性・季節・曜日・時間帯・活動内容・発生

場所別の危険度は,それぞれ構成因子によってかなり違いがあることが明らかになった。 


